
病院感染対策の専門誌

FECTIOI
－1

1「
Ｅ
ｒ

THEJAPANESEJOURNALOFINFECTIONEgNTROL－一

L◎ 丁1「
2〃スI/b"6""0.3

、⑱メラヂカ出版

－





softwareは病院のシステム（マニュアルなどを含

む),hardwareは病院の設備・器具,environment

は，狭い意味での作業環境であり，病院の建物，

温度，湿度などを意味している．もう一つの

livewal泡は，本人以外の人であり，人間関係を意味

している.patientは，患者である．真ん中のLと周

辺の四角との間に隙間がある．この隙間が，スム

ーズあるいはうまく合致していればよい，ギクシ

ャクしていれば，よくない，ということになる．

managementは，その隙間を調整するリスクマネジ

メントである．

大変理解しやすい図であり，一瞬にしてリスク

マネジメントの全貌を直観することができる、P

mSRRIJ.モデルの感染対策への利用法は後述する．

liveware S:software

patientE:environment
hardwarem:management

図1P-mSHELLモデル1)
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、河野さんの2つのｱｲデｱ
私がこの本を読んで気に入った河野さんのアイ

デアが2つある．一つは,｢PmSHELLモデル」で

あり，もう一つは，「ヒューマンエラー対策の11

の戦術」である．本稿では，この2つについて紹

介し，感染対策への応用を考えたい．

■ヒューマンエラー対策の戦術俵1，2）

河野さんの「11の戦術」（表1）を一般化して

｢10の戦術」（表2）とし，これを感染対策用に書

き換えた．■P-mSHFIIモデル（図1)

河野さんはこの本の中で，繰り返しこう述べて

いる．「ヒューマンエラーは，人間の本来持って

いる特性が，人間を取り巻く環境とうまく合致し

ていないために，結果として誘発されたものであ

る｣．これを感染対策用に言い換えると，「感染事

故は，医療従事者の本来持っている特性が，医療

従事者を取り巻く環境とうまく合致していないた

めに，結果として誘発されたものである」となり，

感染対策の標語としても使えそうである．

さて，この考え方を図にしたのが,PmSHELL

モデルである（図1)．中心にある五角形のL

(liveware)は本人を意味している.livewareとは，

もともとsomalも,hardwareと対比させた人の要素

を意味するコンピュータ用語らしい．周辺にある5

つの四角が，広い意味での環境を意味している．

●戦術1：感染リスクのある行為をやめる,なくす，

減らす

①リキャップをしない

注射針の操作は，針刺しや点滴ラインの汚染な

ど「感染リスクのある行為」である．針刺しを防

ぐ方法として，「リキャップをやめる」は重要で

ある．

また，以下のような器具を幅広く購入使用する

ことによって，針刺しを防ぐことができる．

②安全装置付注射器や注射針

リキャップをしなくてよい安全装置付注射器や

注射針を購入することも,このカテゴリーに入る．

③プレフィルドシリンジ

ヘパリンやヒアルロン酸などの薬剤があらかじ
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